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平成 23年 8月 8日、傑記研究プロジェクトの終了評価に関する研究1''*題評価委員会を開催

した。同委員会では、委員長選出、原プロジェクトリーダーからの成果報告および自己評価報告、

事務局からの特許および決算状況報告を受けた後、質疑を行った。その後、委員による審議を

行い、以下のように評価結果をとりまとめたので報告する。

まず総合的な見解を述べる。本プロジェクトが 4年間という短い期間に、学術面での成果を着

実に積み重ねながら、共同研究企業によるパイロットプラント稼働まで到達したことは高く評価で、

きる。パイロットプラントは、学術的な研究成果を産業界に繋げるための具体的かつ重要なマイ

ルストーンであり、産業用触媒として使い捨てられている大量の硫酸を国体酸触媒で、置き換える

可能性を示すものである。本プロジェクトの成果が、今後「社会貢献jと認知されるほどの環境技

術に育つことを期待する。

基礎的な研究シーズが産業界で活用されるまでには、量産化、価格競争力、寿命、環境負荷

などにおいて多面的な課題を乗り越える必要があり、時には学術的に高い評価を受けながらも

産業化にたどり着くことができない場合も多い。本プロジェクトは学術的成果と産業化がかなり密

接にリンクしている珍しい例になるかもしれない。



審議における各論については以下の通りである。

(1)産業への貢献

当初の固体酸触媒の性能を大幅に引き上げるともに、企業と協働し大量生産技術の開発

に回途を付けたことをまず評価するべきであろう。さらに、車Ir酸触媒プロセスの主たるターゲッ

トであったセルロース糖化プロセスがすでに実用化を視野に入れていることも高評価であるロ

最近話題になっている廃材等からのバイオエタノール生産は、様々な要素技術の開発にもか

かわらず、統合システムとして機能しているプラントの実施例は見当たらない。企業との一層

の関係強化により、現行プロセスを代替できるプラントの実現が望まれる。

現在、海外企業+園内プラントメーカーの連携による実用化が先行しているので、海外で

の実績に基づいて生産技術が磨かれることを望みたい。一方、国内産業育成の観点からは、

それらの実績を基礎に、国内企業によるプロセス化が実現することを願っている。

(2)サイエンスへの貢献

創造展開プロジェクト・フェーズII(4年間のうち後半2年間)において、研究成果が一流の

国際学術誌に多数発表されていることは産業化を支える基礎的な検討が成功裏に進んだこ

とを示している。また、水中機能回体ノレイス酸、チタン酸ナノチューブ、を新しく開発し、ハイス

ノレーフ。ツ卜な水質改善(殺菌)や常温での化学品合成を達成した点も高く評価される。一方、

新材料の発見や開発を裏打ちすべき理論的な鮪'明が十分になされていない点はかなり気が

かりである。今後、材料開発ど歩調を合わせたコンセプチュアルな原理解析を行い、それらの

成果に基づいてさらに新しい方向性の確立や一層の研究開発の飛路が達成されることを期

待する。

今後、 KASTは本成果の実用化に関し、関係企業とともに知財の適切な権利化を図るべきであ

る。環境低負荷技術は、広く使われてこそ地球環境改善に資することは自明であり、本プロジェ

クトが生み出した技術が広く活用されることを期待する。

平成23年 8月 15日

評価委員会委員長

去三~ ~とヰ。


